
１.　重要な会計方針

　「公益法人会計基準」（平成20年4月11日 最終改正令和2年5月15日 内閣府公益認定等委員会）

　　を採用している。

⑴  有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　満期保有目的の債券…………償却原価法によっている。   

⑵  棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　制作物、仕掛制作物…………総平均法による原価法を採用している。

　　　　　　　　　　　　　　　　（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　により算定）

⑶　固定資産の減価償却の方法

　　　　什器備品、造作……………平成19年3月31日以前取得分は旧定率法により減価償却を実

　　　　　　　　　　　　　　　　施している。

　　　　　　　　　　　　        平成19年4月1日以降取得分は定率法により減価償却を実施し

　　　　　　　　　　　　　　　　ている。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　ソフトウェア　……………利用可能期間（5年）に基づく定額法により減価償却を実施

　　　　　　　　　　　　　　　　している。

         面接試験映像教材……… 利用可能期間（3年）に基づく定額法により減価償却を実施し

　　　　　　　　　　　　　　　　ている。

⑷　引当金の計上基準

　　　　退職給付引当金……………職員の退職給付に備えるため、期末退職給与の自己都合要支

　　　　　　　　　　　　　　　　給額に相当する額を計上している。

　　　　

　　　　役員退職慰労引当金………役員の退職慰労金の支給に備えるため、「評議員及び役員の

　　　　　　　　　　　　　　　　報酬等並びに費用に関する規程」に基づく期末要支給額を計

　　　　　　　　　　　　　　　　上している。

　　　　賞与引当金…………………役職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち

　　　　　　　　　　　　　　　　当期に帰属する額を計上している。

⑸　消費税等の会計処理

　　　　税込方式を採用している。

財務諸表に対する注記
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２． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　   基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位:円）

科     目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　投資有価証券 927,375,716 0 0 927,375,716

　定期預金 950,400 0 0 950,400

　普通預金 1,816,900 0 0 1,816,900

小　　　計 930,143,016 0 0 930,143,016

特定資産

　退職給付引当資産 187,552,755 16,514,813 8,843,753 195,223,815

　役員退職慰労引当資産 7,291,034 1,723,361 7,291,034 1,723,361

　事務室整備積立資産 70,500,000 0 0 70,500,000
  緊急時試験問題提供積立
  資産 100,000,000 0 0 100,000,000

  収入変動準備資金積立資産 140,000,000 0 0 140,000,000
  高速プリンター・OCR読取機
　取得資金積立資産 34,100,000 0 0 34,100,000

  採点関係機器取得資金積立
  資産 26,200,000 0 0 26,200,000

小　　　計 565,643,789 18,238,174 16,134,787 567,747,176

合　　　計 1,495,786,805 18,238,174 16,134,787 1,497,890,192

３． 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　 基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位:円）

科     目 当期末残高
（うち指定正味財産から

の充当額）
（うち一般正味財産からの

充当額）
（うち負債に
対応する額）

基本財産

　投資有価証券 927,375,716 (189,120,000) (738,255,716) －

  定期預金 950,400 (0) (950,400) －

  普通預金 1,816,900 (0) (1,816,900) －

小　　　計 930,143,016 (189,120,000) (741,023,016) －

特定資産

　退職給付引当資産 195,223,815    　　　　　－ － (195,223,815)
　役員退職慰労引当資産 1,723,361 － － (1,723,361)
　事務室整備積立資産 70,500,000 (0) (70,500,000) －
  緊急時試験問題提供積立
  資産 100,000,000 (0) (100,000,000) －

  収入変動準備資金積立資産 140,000,000 (0) (140,000,000) －
  高速プリンター・OCR読取機
　取得資金積立資産 34,100,000 (0) (34,100,000) －

  採点関係機器取得資金積立
  資産 26,200,000 (0) (26,200,000) －

小　　　計 567,747,176 (0) (370,800,000) (196,947,176)

合　　　計 1,497,890,192 (189,120,000) (1,111,823,016) (196,947,176)

４． 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

   　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位:円）

科     目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

その他の固定資産

　什器備品 134,351,830 113,295,611 21,056,219

　造作 42,102,575 32,976,017 9,126,558

  面接試験映像教材製作 5,324,000 5,324,000 0

合　　　計 181,778,405 151,595,628 30,182,777
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５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

    満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位:円）

種類及び銘柄 帳簿価額 時　　価 評価損益

基本財産

　国債 298,905,290 308,804,583 9,899,293

　地方債 529,486,032 527,307,218 △ 2,178,814

　社債 98,984,394 98,053,941 △ 930,453

小　　　　　計 927,375,716 934,165,742 6,790,026

特定資産

退職給付引当資産

社債 121,930,150 121,592,875 △ 337,275

小　　　　　計 121,930,150 121,592,875 △ 337,275

事務室整備積立資産

社債 50,000,000 49,179,000 △ 821,000
緊急時試験問題提供積立資産

　 社債 85,000,000 83,999,500 △ 1,000,500
収入変動準備資金積立資産

　 社債 140,000,000 131,534,000 △ 8,466,000

その他固定資産

投資有価証券

国債 1,109,737 1,080,417 △ 29,320
地方債 427,455 439,862 12,407
社債 2,343,610 2,295,684 △ 47,926

小　　　　　計 3,880,802 3,815,963 △ 64,839

合　　　　　計 1,328,186,668 1,324,287,080 △ 3,899,588

６．その他

資産除去債務関係

　 資産除去債務のうち貸借対照表に計上していないもの

         当センターは、 不動産賃借契約に基づき、 オフィスの退去時における原状回復に係る債務を有してい

      るが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、将来事務所を移転する予定もないことか

    　ら、資産除去債務を合理的に見積ることができない。　そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上

　 　 していない。
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